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論文内容の要旨
扇形動物渦虫網三岐腸目に属する淡水棲プラナリア Dugesia属79種のうち，日本に広く分布し従来生




即ち混倍数体( 2 x = 16 & 3 x =24) の発見に始まる一連の研究を取扱い，混倍数体は北海道から九
州に至る日本各地の標本から検出され，ナミウズムシにおいては， 2 x & 3 x 個体がまれではないこ
とを明らかにした。
第二章ではナミウズムシの染色体分析にもとづく分類学的研究を取扱い， (1)沖縄本島産のナミウズム
シの染色体数は， n = 7 , 2 x =14であり，核型が異なることを明らかにした。そこで共著者の川勝が
生殖器官の構造を詳細に検討して，ナミウズムシDugesia jαponicαを冠名亜種Dugesia jαponicαjαpo­










第四章ではナミウズムシと比較するため，世界各地から得られたこの種以外の Dugesia属 5 種につい
て染色体分析を行い， 5 種のうちの 3 種については新種記載と核型記載，他の 2 種については核型の再
記載を行った。またこの 5 種のうち 3 種において混倍数体を検出し，ナミウズムシ以外のDugesiα属の
種における混倍数体の存在を明らかにすることができた。








た。まず，大阪府箕面川産のナミウズムシにおいてその染色体基本数は 8 であるが二倍体 (2 x=16) , 







jα:ponicαと亜種Dugesia japonicα ryukuensis に分けられるべきであることを提案し，この変更はその
のち，斯学の認めるところとなった。
同君はさらにナミウズムシ以外のDugesiα属 5 種(タイ・インド・ブラジル産〉についても同様の研
究を行い， 2 種について染色体数を 2 X=16と確定し，またこれらの種にも二倍性細胞と三倍性細胞の
混在個体を見出した。この研究から混倍数体がDugesiα属に普遍的な現象で、あることをあきらかにする
とともに，川勝の新種記載に同君の核型分析結果は極めて重要な貢献をなした。
以上，田村君の核型分析を中心とする一連の研究はDugesiα属に共通する特異な現象を発見するとと
もに，同属の分類学・生態学に重要な貢献をなす業績であり，今回同君が提出した四章からなる主論文
は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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